
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                            

 ２０１５年７月２３日              NO,５３３ 

 

 真田道と毘沙門天 馬頭観音 

 沼田市から高山村にむかう真田道 

は、東源寺から利根川を船で渡り、 

下川田町から今井町の北側を通り権 

現峠へとつづく道が一つです。 

 もう一つは戸鹿野橋を渡り、屋形 

原町にあがり、篠尾神社の脇を通り、 

旭開拓から小峠を越え、高山村に入 

る道が使われていました。 

 この二つの道は、高山村の中山の 

手前で合流し、高崎市からの信州街道に合流します。 

 篠尾神社周辺には、馬頭観音や道祖神、庚申塔などの石像仏

が真田道沿いに見ることがで、篠尾神社から先の四つ辻には道

標もあります（写真上）が、この先はいまでは一部通ることは

で            ことができません。 

                 篠尾神社の近くには、馬

頭観音と文化六年（１８０

９）と彫られた毘沙門天の

石像仏があります。 

                 この場所になぜ、毘沙門

天の石造物があるのかは

不明です。 
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は
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に
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な
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際
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つ
く
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保
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と
明
言
す
る
日
本
の
安
倍
政
権
を
退
陣
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

国民平和大行進の沼田市役所から渋川市役所までのメ

インコースが、１３日におこなわれ、沼田市役所前での                                     

出発式には市長と  

議長が参加し激励

のあいさつをおこ

ないました。 

 国民平和大行進

は、核兵器のない世

界をめざし、毎年お

こなわれています。 

 第２４回白沢ふるさとまつりが１６日、白沢町の「道の駅白沢」の駐車

場で開かれ、多くの住民や観光客が各地区からくりだされるみこしの競演        

を楽しみました。 

 まつりでは神事の後、最初に二荒 

太鼓の演奏のなか、白沢神輿が会場 

を威勢よく渡御しましました。 

 つづいて白沢町の７つの地区から 

大人神輿７基と子ども神輿が、息の 

合った大きなかけ声とともに会場を 

練り歩きました。 

 日本共産党は、１９２２年（大正１１年）７月１５日に創立され、今年

で党創立９５年となり、１世紀近い歴史には、国民のくらしと平和、民主

主義を守り、時代を切り開いてきた歴史があります。 

日本共産党は創立された９５年前から、侵略戦争に反対し、反戦・平和、

自由と民主主義のためたたかいました。 

戦後も国民のくらしと平和を守る活動を

すすめ、現在は、市民と野党の共闘を広げ、

安倍首相がたくらむ戦争する国づくり、くら

しを壊す政治からくらしと平和を守るため、

多くの人と力を合わせています。 

 生方記念文庫で今年度の第２回企画展として、「浮世絵

の中の役者たち」展がはじまり、９ 

月１２日まで開かれています。 

 歌川国貞（３代豊国）、歌川国芳、 

豊原国周、落合芳幾などの役者絵と 

歌川広重（２代）の武者絵、風景画 

１点、 絵草子１２点など３７点の作 

品が展示され、江戸時代の文化を垣 

間見ることができます。 


